
町民
ふれあい広場

Ｑ　染織を始めたきっかけは？
Ａ�　昔から「ものを作る仕事」に興味があり、その中でも布で作ら
れた工芸品や衣服に関心を持っていました。出身地の石川県で、
県指定の無形文化財「能

の
登
と
上
じょうふ
布」を織る仕事に携わったことが

始まりです。その頃は主に化学染料を使って染めていましたが、
自然が豊かな岡垣町に来てからは、植物染料を使って染める草
木染めの作品を作ることが多くなりました。
Ｑ　染織の魅力は？
Ａ�　「美しいものを作る」という行為に魅力を感じています。布を織
り上げるための織機は、私にとって神聖なものです。織機を扱う
ときはほかのことを一切考えず、ひたすらに織機と向き合ってい
ます。一度作業を始めたらほとんど席を外すことなく、ずっと織っ
ていたいと感じるほど没頭します。
　　また、織物の色やデザインを考えるのに時間がかかることもあ
　りますが、散歩中に見た風景などから思いつくことも多く、日常
　からヒントを得られるところも魅力の１つです。
Ｑ　今後の目標は？
Ａ�　コツコツと地道に、より良いものを作って
いきます。また、日本の伝統文化の力強さを
多くの人に伝えるために講座などの活動を
続けたいです。

住人十色住人十色町の輝いている人や元気な人を紹介します 第 41回住人十色住人十色町の輝いている人や元気な人を紹介します

小
こ み か ど
御門　敏

としえ
江さん

東山田区在住。岡垣町に住む前から、生涯の仕
事・趣味として染織を約30年間続けている。現
在は定期的に、町内の公民館や岡垣サンリーアイ
で、染色の講座を開いている。

日本の伝統文化が持つ「力強さ」

◀�

西
部
伝
統
工
芸
展
に
入
選

し
た
作
品
（
着
物
）

子
ど
も
た
ち
が
韓
国
を
訪
問
し
ま
し
た

剣
道
を
通
じ
て
国
際
交
流

　

８
月
３
日
～
６
日
に

「
第
13
回
日
韓
親
善
少
年

剣
道
交
流
会
」が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

岡
垣
剣
道
連
盟
「
白
雲

錬
成
会
」で
は
、
韓
国
の

城
南
市
と
２
年
ご
と
に
相

互
に
訪
問
し
て
い
ま
す
。

こ
の
交
流
は
今
年
で
24
回

目
と
な
り
、
今
回
は
11
人

の
子
ど
も
た
ち
が
韓
国
を

訪
れ
ま
し
た
。
互
い
に
言

葉
は
通
じ
な
い
も
の
の
、
合

同
稽
古
や
親
善
試
合
を
通

じ
て
親
睦
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
岡

垣
町
の
子
ど
も
た
ち
は
韓

国
の
パ
ー
ト
ナ
ー
の
家
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
韓
国
の

文
化
に
直
接
触
れ
る
貴
重

な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
両
国
の
子

ど
も
た
ち
が
成
長
で
き
る

よ
う
、
こ
の
交
流
を
続
け

て
い
き
た
い
で
す
。

白
雲
錬
成
会
か
ら
の
投
稿

　会員約30人で楽し
く活動しています。毎
年５月と10月に定期
発表会を行っている
ほか、町民文化祭な
どさまざまなイベント
に出演しています。
　混声合唱に興味のある人は、気軽に見学に来
てください。
とき・ところ
●第１・３土曜日＝東部公民館
●第２・４土曜日＝中央公民館
ともに午前10 時～正午
費　用　月2,000 円※別途入会金 500 円
問い合わせ　混声合唱団ドルチェ岡垣（濱田）
☎ 090-9727-7856

混声合唱団ドルチェ岡垣に入りませんか

声の響きを楽しみましょう
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野の
む
ら村
栄え
い
じ志
ち
ゃ
ん
（
２
歳
）

平
成
28
年
８
月
31
日
生
ま
れ（　
　
　
）

２
歳
お
め
で
と
う
☆
☆

２
人
仲
良
く
元
気
に
育
っ
て
ね
。

玉た
ま
え江

芙ふ
う羽

ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

平
成
29
年
８
月
19
日
生
ま
れ（
内
浦
）

１
歳
お
め
で
と
う　
こ
れ
か
ら
も

元
気
に
楽
し
く
過
ご
そ
う
ね
！

廣ひ
ろ
わ
た
り
し
ゅ
ん

渡
駿
ち
ゃ
ん
（
２
歳
）

平
成
28
年
８
月
２
日
生
ま
れ（
野
間
四
）

駿
ち
ゃ
ん
２
歳
お
め
で
と
う
！

お
兄
ち
ゃ
ん
に
な
っ
た
ね
！

吉よ
し
だ田
将ま
さ
き基
ち
ゃ
ん
（
３
歳
）

平
成
27
年
８
月
27
日
生
ま
れ（
内
浦
）

か
わ
い
い
ま
ち
ゃ
き
大
好
き
♡

誕
生
日
お
め
で
と
う
！

古こ
が賀

湊そ
う
た太

ち
ゃ
ん
（
３
歳
）

平
成
27
年
８
月
13
日
生
ま
れ（
東
高
陽
）

奇
想
天
外
な
湊
ち
ゃ
ん
☆

元
気
に
成
長
し
て
ね
！

濵は
ま
だ田
幸こ
う
き輝
ち
ゃ
ん
（
３
歳
）

平
成
27
年
８
月
27
日
生
ま
れ（
松
ケ
台
西
）

幸
ち
ゃ
ん
３
歳
お
め
で
と
う
！

元
気
に
育
っ
て
ね
☆

樽た
る
い井

琴こ
と
は葉

ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

平
成
29
年
８
月
８
日
生
ま
れ（
吉
木
）

笑
顔
が
か
わ
い
い
こ
っ
ち
ゃ
ん
☆

い
つ
も
癒
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
ね
♥

玉た
ま
の野
葵あ
さ
ひ咲日
ち
ゃ
ん
（
２
歳
）

平
成
28
年
８
月
３
日
生
ま
れ（
原
）

こ
れ
か
ら
も
元
気
で
健
康
で

明
る
い
あ
さ
ひ
で
い
て
ね
！

野の
む
ら村
玲り
ょ
う
た太
ち
ゃ
ん
（
２
歳
）

平
成
28
年
８
月
31
日
生
ま
れ（　
　
　
）

２
歳
お
め
で
と
う
☆
☆
こ
れ
か
ら
も

笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
過
ご
そ
う
ね
。

毛も
う
り利

優ゆ
づ月

ち
ゃ
ん
（
３
歳
）

平
成
27
年
８
月
20
日
生
ま
れ（
吉
木
）

家
族
の
宝
物
の
ゆ
づ
ち
ゃ
ん
♡

元
気
に
大
き
く
な
あ
れ

三み
く
ま隈
あ
ん
梨り

ち
ゃ
ん
（
３
歳
）

平
成
27
年
８
月
７
日
生
ま
れ（
野
間
四
）

お
歌
が
上
手
な
あ
ん
梨
ち
ゃ
ん
、

幼
稚
園
楽
し
ん
で
ね
♡

橋は
し
も
と本
紬つ
む
ぎ希
ち
ゃ
ん
（
３
歳
）

平
成
27
年
８
月
31
日
生
ま
れ（
野
間
四
）

つ
む
☆
３
歳
お
め
で
と
う
☆

毎
日
た
く
さ
ん
の
笑
顔
を
あ
り
が
と
う

白し
ら
い
し石

千ち
な
つ夏

ち
ゃ
ん
（
２
歳
）

平
成
28
年
８
月
21
日
生
ま
れ（
野
間
四
）

お
て
ん
ば
娘
の
千
夏
。

天
真
爛
漫
に
育
っ
て
ね
！

８月生まれ

海
老
津

風
の
森

海
老
津

風
の
森

●対　象　町内に住み、10月で
１～３歳になる子ども
●掲載号　11 月号
●申し込み　９月15日までに投
稿する写真・住所・親子の氏名（ふ
りがな）・子の生年月日・電話番号・
子どもへのコメント（22文字以内）・
広報おかがきへの意見を広報情報
課に提出か郵送（〒811-4233 岡
垣町野間1丁目１番１号）またはメー
ル（koho2@town.okagaki.lg.jp）

【10月生まれの子どもを募集中】
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町民
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【
一
般
の
作
品
】

大
臣
も
プ
ラ
ゴ
ミ
食
べ
た
魚
食
べ

�

馬
場
と
き
子

炎
天
下
な
み
だ
涙
の
表
彰
式

�

井
上
ア
ヤ
ノ

玄
海
の
風
が
馳
走
の
夏
座
敷

山
村
英
之

大
粒
に
太
る
梅
の
実
六
キ
ロ
余
り

全
て
を
漬
け
る
焼
酎
の
床

�

籏
生
照
未

豪
華
な
る
座
椅
子
贈
ら
れ
老
い
を
知
る

�

小
田
和
彦

朝
蟬
や
米
一
合
を
磨
ぐ
寡や

も
お男

�

升
川�

巧

五
月
蝿
か
り
蚊
を
払
い
つ
つ
び
わ
芽
か
く

そ
の
手
思
は
ず
わ
が
頬
を
打
つ

�

曽
宮
六
四

【
岡
垣
川
柳
会
】

さ
ば
さ
ば
と
嘘
つ
き
通
す
面
の
皮

�

坂
本
美
代
子

さ
ば
さ
ば
と
朝
の
挨
拶
梅
雨
明
け
る

�

廣
渡
憲
峰

思
い
切
り
決
断
を
し
た
さ
ば
さ
ば
と

�

俵�

澄
子

涙
見
せ
さ
ば
さ
ば
し
た
と
い
う
別
れ

�

宇
都
宮
福
夫

【
青
嶺
岡
垣
句
会
】

群
青
の
潮
目
く
つ
き
り
雲
の
峰

�

天
本
睦
子

七
宝
の
如
く
輝
き
糸
と
ん
ぼ

�

青
竹
町
子

蟬
時
雨
開
山
堂
へ
階
険
し

�
十
時
千
恵
子

丈じ
ょ
う
ろ
く六
の
観
音
御お

わ座
す
堂
涼
し

�

川
里
正
子

【
サ
ン
リ
ー
ア
イ
俳
句
会
】

老
杉
の
す
く
と
涼
し
き
陶す

ゑ

の
里

�

井
村
晴
代

声
高
に
啼
く
や
在
所
の
梅
雨
鴉

�

川
原
和
子

も
ぐ
ら
谷
と
名
付
け
た
る
妙
木
下
闇

�

中
村
和
信

隣
家
は
西
瓜
の
花
の
さ
か
り
か
な

�

沼
田
捷
子

【
青
葉
短
歌
会
】

豆
棚
に
か
細
き
蔓つ

る

を
か
ら
ま
せ
て

い
ん
げ
ん
豆
の
白
き
花
咲
く

�

南
里
和
昭

は
ぐ
れ
雲
大
空
漂
う
ふ
う
わ
り
と

譬た
と

う
る
な
ら
ば
こ
の
頃
の
我

�

石
松
清
美

網
戸
よ
り
冷
気
入
り
来
る
広
縁
に

早
朝
夫
と
ラ
ジ
オ
体
操

�

早
川
京
子

初
夏
の
候
青
空
の
も
と
由
布
院
の

定
宿
に
行
く
娘
ら
と
ま
た

�

矢
口
房
子

【
岡
垣
短
歌
教
室
】

夏
休
み
大
阪
の
孫
は
習
い
事

あ
い
た
い
気
持
と
懐
具
合

�

黒
瀬
里
美

朝
で
す
よ
と
メ
ダ
カ
に
声
か
け
餌
を
や
り

�

い
つ
も
と
変
わ
ら
ぬ
一ひ

と
ひ日

が
始
ま
る

�

飛
高
弘
子

千
代
の
国
が
髙
安
破
る
大
一
番

�

懸
け
た
右
足
み
ん
ご
と
決
ま
り
て

�

藤
原
一
子

紫
陽
花
が
色
と
り
ど
り
の
見
返
り
の
滝

�

マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
浴
び
つ
つ
め
ぐ
る

�

神
屋
真
弓

募集
町民ふれあい広場では、お知らせ、サークルな
どの紹介、イラスト・写真、俳句・短歌・川柳な
どを募集します。※営利・政治・宗教に関する
ものなど、掲載できないものもあります

申し込み　掲載号の前 月々15日（11月号であれば９
月15日）までに住所・氏名・電話番号・投稿する記事・
写真を、広報情報課（窓口・郵送・Ｅメールkoho2@
town.okagaki.lg.jp）へ※応募多数のときは抽選

　

私
た
ち
に
と
っ
て
な
じ
み
深
い

三
里
松
原
に
は
、
か
つ
て
米
軍
の

射
爆
撃
場
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
射
爆
撃
場
が
１
９
７
８

年
に
撤
去
さ
れ
40
年
と
い
う
節
目

を
迎
え
た
た
め
、
こ
の
機
会
に
三

里
松
原
の
歴
史
を
学
ぶ
研
修
会
を

行
い
ま
す
。

と　
き　
９
月
30
日
㈰
午
前
９
時

30
分
～
正
午

と
こ
ろ　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

内　
容　

●
藩
政
時
代
の
松
原
の
植
林

●
松
原
内
の
射
爆
撃
場
の
歴
史

●
松
原
の
現
状
と
課
題

費　
用　
200
円
※
資
料
代

問
い
合
わ
せ　

岡
垣
歴
史
文
化

研
究
会
（
入
江
）
☎
２
８
２-

６
３
８
０

岡
垣
射
爆
撃
場
撤
去
か
ら
40
年
―
―
。

三
里
松
原
の
歴
史
を
学
ぼ
う

▲米軍機から投下された模擬弾

　太極拳は、ゆっくり大きく体を動かすこと
で、心と体を元気にしてくれます。運動不足
の解消や健康づくりにも効果的です。
　初めての人も大歓迎。気軽に見学や体験
に来てください。
と　き　毎週水曜日午後１時～３時
ところ　東部公民館
費　用　月3,000 円
問い合わせ　岡垣太極拳同好会（太田）
☎283-4760

心と体に「効く」動き！
岡垣太極拳同好会の会員を募集
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